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（論文内容の要旨）  






本論文は，全 6 章から構成された。第 1 章では，ヒト特有の妊娠期間や発達初期
の運動・感覚能力の特徴について論じ，早産児の認知・言語発達の問題と非定型的
な環境経験との関連や，発達過程における脳幹機能の役割を考察した。また，早産








F0 変動性とメロディーの複雑性を示した。このような早産児の F0 およびメロディー
の特性は，身体サイズでは説明できなかったことから，満期産児とは異なる子宮内
外の経験による，より複雑な神経生理発達を反映する可能性が示唆された。  
第 3 章では，早産児の自発的啼泣の音響特性が，迷走神経  (副交感神経 ) 機能の
不全と関連する可能性を検討するため，その指標となる呼吸性洞性不整脈  (RSA) 
との関連を評価した。その結果，早産児群では静睡眠時の RSA が低い児ほど，自発
的啼泣の F0 が高く，一連の啼泣間の F0 変動が大きかった。このことから早産児の
自発的啼泣の高い F0 に関しては，迷走神経活動の低下に伴う声帯の過緊張が関与し
ている可能性がある。  
第 4 章では，早産児の自発的啼泣の音響特性が，修正 18 ヶ月時点の認知能力およ
び言語獲得を予測するかどうかを検討した。第 3 章で低い RSA と関連した自発的啼
泣の高い F0 は，発達予後と関連しなかった一方で，啼泣間の F0 変動は，認知・言
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語能力と有意な正の関連を示した。このような発達的関連から，自発的啼泣の啼泣
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 第 5 章では，早産児の言語・認知発達に関わる別の要因として，乳児期の社会的
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認知発達を検討した。一部の早産児において，社会的刺激に対する注意機能や発話
知覚の発達過程が満期産児とは異なること，特に，発話知覚の個人差が，後の語彙
獲得と関連することを実証した。第 4 章同様，1 年以上に渡って乳児を追跡調査し
たことで明らかとなった貴重な成果である。  
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